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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

凍結路面
スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう

■冬道走行時の注意事項■
□ 朝晩は気温が下がり、路面が凍結しやすくなります

山間部、平地を問わずスピードを落として走行しましょう。
□ ブラックアイスバーンなどの凍結路面では、

急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう。
□ 冬道では、夏場よりも停止距離が伸びるので

車間距離をしっっかり保って運転しましょう。
□ 冬道は、目的地まで時間が予想以上にかかってしまうこともあることから

時間と心に余裕をもった運転に心掛けましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

積み降し作業時、荷台から転落事故多発

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう

午前5時 中央分離帯の切れ目を通って道路を横断
国道横断中の男性はねられ死亡

信号機や横断歩道のない場所
◇夜間は、横断中の歩行者を見落としやすくなります◇

◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２２／１／６（木） １１：２５

６日午前５時過ぎ、愛媛県の国道で、道路を横断していた男性が軽乗用車にはねられ、全身を強く打ち救急搬
送されたが、およそ１時間４０分後に死亡が確認された。死亡した男性は、６０歳から８０歳くらいで警察が身元の確
認を急いでいる。現場は片側２車線の直線道路で、警察は、軽乗用車を運転していた６０代の男性の話などから、
死亡した男性は信号機や横断歩道のない中央分離帯の切れ目を通って道路を横断していたとみて調べている。

午後8時 横断歩道ない所を横断中か
国道で車道を歩いていた70代位の男性

走ってきた乗用車にはねられ死亡
◇夜間は、横断中の歩行者を見落としやすくなります◇

◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２２／１／６（木） １１：２２

５日午後８時すぎ、三重県の国道で車道を歩いていた７０代くらいの男性が乗用車にはねられ、全身を強く打って
いておよそ４時間後に死亡しました。乗用車を運転していた女性（７２）にケガはありませんでした。男性は横断
歩道のない道路を横断していたとみられ、警察は身元の確認を進めるとともに当時の状況を調べています。

国道交差点 左折車にはねられ
左側から横断歩道を渡っていた高齢男性重体

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認 ◇
◇左折時は、左後方からの歩行者に要注意◇

２０２２／１／６（木） １２：２１
６日午前７時４０分頃、大分県の国道の交差点で県道から国道の交差点に入り左折した車が左側から横断歩道を渡

っていた男性（６９）をはねました。男性は頭などを強く打ち搬送先の病院で意識不明の重体となっています。警
察は、車を運転していた２０代の男性に話を聞き事故の原因を調べています。


